

























年末現在の登録遺産総数は、919 件（文化遺産 709 件、




























   
   １　論及課題と世界文化遺産登録の現状
   ２　プレア・ヴィヘール Preah Vihear：所有権問題
   ３　ボロブドゥール Borobudur とジョージタウン Gerogetown：宗教問題
   ４　ミソン My Son：少数民族問題














国に及ぶ。中でもイタリア 41 件・スペイン 36 件・ド
イツ 31 件・フランス 30 件という数字は、他の多数登






































































































タヤ Ayutthaya だった。アユタヤは 15 世紀中葉まで
に数回アンコール王都を攻撃し、遂に王都が放棄され
るに至った。以後トンレサップ Tonle Sap 湖南部のプ







































































































































































































（Gatra98 年 6 月 20 日）
































写真７　ジョージタウン旧市街地 写真８　アチェ ・ ストリート ・ モスク （ジョージタウン）
写真９　邱 Khoo 氏一族廟 （ジョージタウン） 写真 10　マハーマリアマン寺院 （ジョージタウン）








































チェ・ストリート・モスク Aceh Street Mosque（金
曜モスク　写真８）やカピタン・クリン・モスク


















写真 11　カピタン ・ クリン ・ モスク （ジョージタウン） 写真 12　観音寺 Kong Hock Keong （ジョージタウン）








写真 14　ミソン B5 （左） と聖山写真 13　ミソン BCD 群
写真 15　ミソン A1 の現状
図 2　ミソン A1 実測図 （重枝・桃木 1994）
写真 16　ポーナガル寺院中心部 写真 17　ポーナガル寺院の女神像 （重枝・桃木 1994）













Champa 王国の聖地跡である。4 〜 13 世紀という長期
に渡って存続したとされ、聖山マハーパルヴァータ
Mahaparvata の山麓に 8 〜 11世 紀の寺院跡群が残って
いる。
　かつてチャンパ王国の港市でもあったクアンナム・




の王都跡であるチャキウ Tra Kieu も位置している。
　ミソンにはかつて 70 基のヒンドゥ寺院が存在して
いたとされるが、フランス植民地時代以来、それらは
A 〜 K の各群に分けられている。中でも最も保存状態
























































Nhon・ファンラン Phan Rang・ファンティエット Phan 
Thiet など中南部の港町周辺に数多く残っている。
中でもニャチャン Nha Trang のポーナガル Po Nagar
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　域文化学の構築—21 世紀 COE プログラム研究集成—』：
　pp.283-318, 東京：雄山閣 .
Roveda, Vittorio
　2000　　“Preah Vihear”, River Books, Bangkok
註
1　 他に ASEAN 加盟国ではシンガポール、ブルネイそ
して東ティモールは同条約を批准していない。
2　 ICOMOS: International Council on Monuments 
and Sites, IUCN: International Union for 
Conservation of Nature and Natural Resources, 
ICCROM: International Center for the Study of 
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